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三
田
集
落
北
側
の
丘
陵
裾
に
中
世
寺
院
・
安
国
寺

跡
は
所
在
し
ま
す
。
現
在
、
堂ど

う

塔と
う

な
ど
は
残
存
せ

ず
、
丘

き
ゅ
う

腹ふ
く

を
削
り
込
む
よ
う
に
造
ら
れ
た
平
坦
地
に

遺い
こ
う構

の
痕こ

ん
せ
き跡

を
わ
ず
か
に
残
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

東
側
で
は
築つ

い
じ地

状
の
高
ま
り
が
帯
状
に
続
き
、
こ
の

部
分
に
瓦
片
の
散
布
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

安
国
寺
は
南
北
朝
の
動
乱
の
後
に
、
足
利
氏
が
諸

国
の
安
静
を
願
っ
て
諸
国
に
建
立
し
た
寺
院
で
、
古

文
書
に
よ
れ
ば
、
伊
賀
国
に
お
い
て
は
三み

田た
ご
う郷

に
所

在
し
た
「
平
等
禅
寺
」
を
「
安
国
寺
」
に
改
称
し
、

時
の
有
力
者
に
よ
っ
て
伽が

ら
ん藍

の
整
備
が
実
施
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

安
国
寺
跡
か
ら
は
、「
安
国
寺
」
銘
の
軒の

き

丸ま
る
か
わ
ら

瓦
（
拓

影
）、
巴

と
も
え

文も
ん

軒の
き

丸ま
る
か
わ
ら

瓦
（
写
真
、
下
）、
菊き

っ
か花

唐か
ら
く
さ草

文も
ん

軒の
き

平ひ
ら

瓦か
わ
らが

出
土
し
て
い
る
ほ
か
、
丸
瓦
・
平
瓦
に
文
字

を
ヘ
ラ
書
き
し
た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
文
字

は
安
国
寺
に
関
係
し
た
僧そ

う
り
ょ侶

の
名
前
を
示
す
も
の
が

多
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、「
永
正
拾
一
天
□
戌
・
・
・

節
浄
命
等
・
・
・
」
と
読
め
る
丸
瓦
の
破
片
（
写

伊
賀
市
の
文
化
財  
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▲安国寺出土瓦

▲安国寺銘軒丸瓦拓影

真
、
上
段
右
）
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
中
の
「
永え

い

正し
ょ
う

十
一
年
（
西
暦
１
５
１
４
年
）、
甲き

の
え
い
ぬ戌
」
は
年
号

を
示
す
と
思
わ
れ
、
安
国
寺
が
中
世
後
期
に
い
た
っ

て
も
引
き
続
き
寺
院
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

安
国
寺
跡
出
土
瓦
を
は
じ
め
と
す
る
古
瓦
は
、
上

野
歴
史
民
俗
資
料
館
で
開
催
中
の
『
伊
賀
の
古
瓦
』

展（
７
月
８
日
ま
で
）で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

こ
の
展
覧
会
で
は
伊
賀
の
古
代
寺
院
出
土
の
瓦
も
そ

の
大
半
を
集
め
て
展
示
し
て
い
ま
す
。
古
代
仏
教
文

化
に
触
れ
る
良
い
機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。（
入
館
料　

大
人
２
０
０
円
）
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　3月 24日、上野城本丸広場で盛大にオー
プニングが行われました。
　恒例のちびっこ忍者 400 人× 2ダンス
ダンスは市内の保育所（園）・幼稚園の園児が色とりどりの忍者
衣装を着て元気に踊りました。伊賀対甲賀手裏剣対決は伊賀・甲
賀両市長、くの一忍者などが手裏剣対決で熱戦を繰り広げ、忍者
を通じて両市は交流を深めました。
　4月 15日、国際交流忍者ウォークが行われ、忍者衣装を着た
75人の参加者は、市街地や忍者道場などを散策しました。

（今月の表紙）
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